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研究成果の概要（和文）：我々は膵β細胞の増加およびインスリン分泌を促進する消化管ペプチドとして
Betageninを発見し解析を進めてきた。本研究では、膵β細胞上のBetagenin受容体を新たに同定し、その機能解
析を進めた。今回の結果をもとに将来的には、Betagenin受容体に対する作用薬が糖尿病治療あるいは膵β細胞
の再生医療につながる有用性が考えられた。

研究成果の概要（英文）：We identified a gene of betagenin as an intestinal peptide that promotes 
pancreatic β-cell increase and insulin secretion. In this study, we identified a novel betagenin 
receptor on pancreatic β-cells and performed a functional analysis of the receptor. Our findings 
suggest betagenin receptor may be useful for the therapeutic target for diabetes and regeneration of
 pancreatic β cells. 

研究分野： 代謝内分泌学

キーワード： 糖尿病

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
糖尿病はインスリンの絶対的、相対的な作用不足により発症する。これまでにインスリンの分泌を増やす治療薬
は臨床応用されている。一方で、膵β細胞を増やす試みは行われているが未解決である。我々のBetageninは膵
β細胞にインスリンを分泌促進させつつ増殖させるという新しい機序を持つことから、その受容体の同定、その
解析は糖尿病発症への理解、新しい糖尿病治療の開発に繋がる可能性が考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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